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明治 9（1876）年の「医学会」を嚆矢とし、明治 11（1878）年 1 月には「献
































































5（1930）年 1 月に発行された 199 号より紙型を四六倍判に改め、諸外国
の軍医団からの雑誌交換に応じるために昭和 6（1931）年 1 月発行の 200
号より外国語の抄録を付すようになった。さらに昭和 9（1934）年 4 月 9
日には雑誌編纂に関する会議を開催し委員、委員会内規及びその細則を定め
た。『陸軍軍医学校五十年史』には会議席上における小泉親彦軍医団長の訓
示が収録されている。同年 9 月 12 日には再度編纂会議を開催して、新たに








『陸軍軍医学会雑誌』陸軍軍医学会、1 号～ 67 号
明治 19（1886）年 1 月～明治 27（1894）年 3 月
『軍医学会雑誌』陸軍軍医学会、68 号～ 175 号
明治 27（1894）年 4 月～明治 42（1909）年 1 月
『軍医団雑誌』陸軍軍医団、1 号～ 378 号












は、国立国会図書館の調査によれば、『陸軍軍医学会雑誌』1 号～ 67 号と『軍
医学会雑誌』68 号～ 83 号までは『軍医学会雑誌』84 号の附録として 19）、『軍






6 月 15 日に発生した明治三陸地震
については『軍医学会雑誌』第 76 号、
77 号、78 号 22）に該当記事が確認
できた。このうち 76 号（pp.786-



















































して 16 回にわたり掲載されており、明治 29（1896）年 6 月 18 日の第 1























































遠野の医師 2 名、盛岡赤十字社委員 2 名と軍医であった。彼らは重軽傷者
を全て釜石尋常小学校に収容し、臨時病院を開設して救護にあたった（岩手
県発行『巌手県海嘯状況調査書』）」。
『巌手公報』明治 29（1896）年 7 月 2 日によると、6 月 25 日の時点で、
岩手県からの要請に従って派遣された陸軍軍医が盛地方 10 人、釜石地方 4
人、宮古地方 5 人（宮古から盛へ移る）いたことが記載されている。

































































（『日本医史学雑誌』54 巻 3 号、2008 年 9 月）など。
７）伊木常誠「三陸地方津浪実況取調報告」（『震災予防調査会報告』11 号
pp.5-33、1897 年 1 月）。
８）中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会『災害教訓の継承に
関する専門調査会報告書　平成 17 年 3 月　1896 明治三陸地震津波』
http://www.bousai.go.jp/kyoiku/kyokun/kyoukunnokeishou/rep/1896_
meiji_sanriku_jishintsunami/index.html（参照：2018 年 11 月 15 日）。
９）岡村健太郎「明治三陸津波と昭和三陸津波の災害復興政策に関する比較
研究」（『歴史地震』31 号、pp.125-138、2016 年 5 月）。北原糸子編『日
本災害史』（吉川弘文館、pp.276-277、2006 年）。








































16）富士川游編『東京医事一覧』明治 23 年版（p.39、1890 年 3 月）。な
お本資料の活用例としては、草創期の高山歯科医学院を取り上げた北嶋
まつ子・武藤優子・谷津三雄「富士川游著東京医事一覧（明治 23 年 3
月 27 日出版）にみられる高山歯科医学院」（『日本歯科医史学会会誌』









ファレンス協同データベース」国立国会図書館、2018 年 9 月）、http://
crd.ndl.go.jp/reference/detail?page=ref_view&id=1000242708（ 参 照：
2018 年 10 月 24 日）。
21）国立国会図書館［回答］「『軍医団雑誌』の総目次はないか。」（「レファ
レンス協同データベース」国立国会図書館、2018 年 9 月）、http://crd.
ndl.go.jp/reference/detail?page=ref_view&id=1000242712（参照：2018
年 10 月 24 日）。
21）国立国会図書館［回答］「『軍医学会雑誌』の総目次はないか。」（「レ
ファレンス協同データベース」国立国会図書館、2018 年 9 月）http://
crd.ndl.go.jp/reference/detail?page=ref_view&id=1000242710（参照：
2018 年 10 月 24 日）。










14 巻 1 号、pp.41-49、2014 年３月）がある。
21）山下文男「大船渡市洞雲寺内の明治三陸津波［1896・6・15］の犠牲
者を弔う『丙申大海嘯溺死者諸精霊等』に就いて」（『歴史地震』23 号、
pp.157-171、2008 年 4 月）。
26）大蔵省印刷局「官報」第 3898 号、明治 29 年 6 月 27 日　国立国会図
書館デジタルコレクション http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2947178
（参照：2018 年 11 月 15 日）。
21）中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会『災害教訓の継承に関






（参照：2018 年 11 月 15 日）。
31）陸軍軍医学会「明治三十二年八月香川縣風災被害傷者救護報告」（『軍医
学会雑誌』107 号、pp.991-1001、1899 年 12 月）。
一四
